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1 はじめに
延期となった４月５月の巡検では、いわゆる利根川東遷の始めと

云われる川俣締切を中心に案内する予定であった。
（見所 桑崎砂丘、新郷本陣跡、川俣締切阯、葛西用水元圦跡）

案内資料を作っている時、疑問が生じた。
今回は、それを一仮説として報告する。

2 葛西用水路の歴史
中島用水と幸手領用水から葛西用水へ 図1参照
中下流地域は中島用水で組合が成立していたが、宝永洪水で埋没
代替の水源として幸手領用水を利用し、葛西用水が確立

3 幸手領用水（葛西用水）の流路について 図２、図３、資料１参照
羽生領を縦断。元圦から約１４．５ｋｍで会の川に合流し、以降は
ほぼ古利根川の流路を流下
（羽生領で用水・排水を横断→種々の問題を発生）
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４ 東遷の始まりといわれる川俣締切を葛西用水から考える
疑問 なぜ幸手領用水路は会の川（南利根川）を利用しな

かったのか？

○会の川流路跡にすれば
ア 羽生領の用水路、排水路を横断しないで済む
イ 高低測量をしないで済む
ウ 自然堤防を堤防として利用できる 脆弱な盛土区間

江戸時代初期の用水路は河川の旧流路を使ったものが多い
いわゆる伊奈流の用水は旧流路を使うのが特色とされている

○幸手領用水路を会の川流路にしなかった理由
ア 閉鎖（埋戻）した所に圦樋を設けることとなる→決壊の危険性
イ 閉鎖した所はアンタッチャブル

⇄川俣締切地点には、天保１１年に南方用水の圦樋を設置

ウ 会の川を閉鎖することが目的 図２、４参照

東遷が目的なのか？

●忍城主忠吉の家老が徳川移封後早くに実施（１５９４年新編風土記稿）
時代として余裕はないのでは。

●日川（分派流路）の存在
日川？流路と分派流路の合流後の星川に自然堤防が発達

正保国絵図

●埼玉沼（小針沼）の干拓や広田村の開発（広田村開発由緒書）

忍城主の領地の開発のための治水工事

大熊氏 「会の川の締切りは、利根川東遷事業という遠大な構想のもとにおける工
事ではなく、・・・より直接的な目的のもとに締切られたものと思われる。
・・・忍城付近の水害防除・・・と思われる」 （利根川治水の変遷と水害p13）
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１６３０年（寛永７年）

江戸川からの中島用水を開設し、

古利根川に導水。

松伏溜井から瓦曽根溜井に導水し、

葛西井堀により亀有溜井に導水。

（初期組合の成立） ピンク

１６６０年（万治３年）

利根川の本川俣から幸手領用水を

開設し、古利根川の琵琶溜井

（中郷用水、南側用水）により

幸手領をかんがい。 グリーン

宝永洪水で中島用水が

埋没

１７１９年（享保４年）

幸手領用水を増強し、琵琶溜井から

松伏溜井に送水する。

葛西用水の確立。

最終的に１０ケ領１３万石

原図：耕地開発と景観の自然環境学
（橋本直子）

図１ 葛西用水成立の概略図２の範囲
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図２
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図３ 羽生領と葛西用水

東北大学武州埼玉郡羽生領組合絵図

東北大学武州埼玉郡羽生領組合絵図のトレース図

耕地開発と景観の自然環境学 橋本直子より引用、付記
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葛西用水路掛樋に係る上手子林村との調整文書（葛西用水路沿革誌より）
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これにより当地域は葛西用水の配水区域となったが、組合としては非賦課地域となった。
この取極めが解消されたのは平成となってからである。
（組合費を納めずに取水できた）

資料１
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図４ 図２注釈と正保国絵図

埼玉平野の成立ち・風土 松浦茂樹 より引用、加筆
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図２の注釈

図２の原図は国土地理院の治水

地形分類図である。

その画像の自然堤防、扇状地、

台地を画像処理により抽出した

ものに河畔砂丘、旧流路、現在

の河川、葛西用水路を描画し

た。

このうち、旧流路については、

中川水系人文編P114（埼玉県）

に表記されている流路を、地形

分類図の旧流路及び迅速図の流

路を参考に描画したものであ

る。ただし手小堀ルートは他文

献を参考とした。
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